
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組 の選択者

教科担当者：

使用教科書： なし

使用教材：

教科 の目標：

科目 の目標：
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評論や小説の問題演習に取り組むこと
で、大学受験に対応できる知識及び技
能、思考力・判断力・表現力、学びに向
かう力・人間性等を身に付けさせる。

【知識及び技能】
情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増
し、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙
を豊かにさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色
について評価することを通して、内容を解釈するこ
とができるようにさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯
にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国
の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を
通して他者や社会に関わる態度を身につけさせ
る。

評論や小説の問題演習に取り組むこと
で、大学受験に対応できる知識及び技
能、思考力・判断力・表現力、学びに向
かう力・人間性等を身に付けさせる。

【知識及び技能】
情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増
し、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙
を豊かにさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色
について評価することを通して、内容を解釈するこ
とができるようにさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯
にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国
の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を
通して他者や社会に関わる態度を身につけさせ
る。

・評論文の演習問題に取り組む中で、指
示語や接続後、対比表現に注意しながら
読解できるようにする。

・小説の演習問題に取り組む中で、
登場人物の心情の変化に注意しなが
ら読解できるようにする。
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生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に
対する理解を深めることができるようにする。

深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばすと
ともに、創造的に考える力を養い、他者との関わり
の中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げ
たり深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯に
わたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言
語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して
他者や社会に関わろうとする態度を養う。

（１）「2026共通テスト対策【実用養成】重要問題演習　現代文」ベネッセコーポレーション
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【知識及び技能】
情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増
し、文章の中で使うことを通して、語感を磨き
語彙を豊かにすることができているか。

【思考力、判断力、表現力等】
語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色
について評価することを通して、内容を解釈す
ることができているか。

【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとしている
か。

【知識及び技能】
情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増
し、文章の中で使うことを通して、語感を磨き
語彙を豊かにすることができているか。

【思考力、判断力、表現力等】
語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色
について評価することを通して、内容を解釈す
ることができているか。

【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとしている
か。

〇

【知識及び技能】
情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増
し、文章の中で使うことを通して、語感を磨き
語彙を豊かにすることができているか。

【思考力、判断力、表現力等】
語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色
について評価することを通して、内容を解釈す
ることができているか。

【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとしている
か。
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（２）「過程の演習　新国語問題集　アシスト第23集　現代文編」啓隆社

（３）「大学入試　国語頻出問題1200　五訂版」　いいずな書店

【知識及び技能】
情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増
し、文章の中で使うことを通して、語感を磨き
語彙を豊かにすることができているか。

【思考力、判断力、表現力等】
語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色
について評価することを通して、内容を解釈す
ることができているか。

【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとしている
か。

14

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】 生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

【学びに向かう力、人間性等】
言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚を
もつい、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

現代文特講

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
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【知識及び技能】
情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増
し、文章の中で使うことを通して、語感を磨き
語彙を豊かにすることができているか。

【思考力、判断力、表現力等】
語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色
について評価することを通して、内容を解釈す
ることができているか。

【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとしている
か。

○ ○

〇 ○ ○

〇 ○ ○ ○
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評論や小説の問題演習に取り組
む。

・評論文の演習問題に取り組む中
で、筆者の主張の根拠に注意しなが
ら読解できるようにする。

・小説の演習問題に取り組む中で、
場面の変化と登場人物の心情の変化
の関係に注意しながら読解できるよ
うにする。

・実用的な文章は、図表やグラフと
本文の内容の関連に注意しながら読
解できるようにする。

上記（１）～（３）
一人一台端末の活用等

一人一台端末の活用等

評論や小説の問題演習に取り組
む。

・評論文の演習問題に取り組む中
で、話題や筆者の主張をおさえて読
解できるようにする。

・小説の演習問題に取り組む中で、
場面の変化に注意しながら読解でき
るようにする。

○○

（３）自作のプリント、大学の過去問演習プリント

評論や小説の問題演習に取り組む。

・評論文の演習問題に取り組む中で、筆
者の主張の根拠に注意しながら読解でき
るようにする。

・小説の演習問題に取り組む中で、場面
の変化と登場人物の心情の変化の関係に
注意しながら読解できるようにする。

・実用的な文章は、図表やグラフと
本文の内容の関連に注意しながら読
解できるようにする。

上記（１）～（３）
一人一台端末の活用等

【知識及び技能】
情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増
し、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙
を豊かにさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色
について評価することを通して、内容を解釈するこ
とができるようにさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯
にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国
の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を
通して他者や社会に関わる態度を身につけさせ
る。

これまでに学んだ読解技法を使って問題
演習に取り組むことで、大学受験に対応
できる知識及び技能、思考力・判断力・
表現力、学びに向かう力・人間性等を身
に付けさせる。

【知識及び技能】
情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増
し、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙
を豊かにさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色
について評価することを通して、内容を解釈するこ
とができるようにさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯
にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国
の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を
通して他者や社会に関わる態度を身につけさせ
る。

各自の進路に応じた問題演習等を行
い、大学受験に対応できる知識及び
技能、思考力・判断力・表現力、学
びに向かう力・人間性等を身に付け
させる。

定期考査

評論や小説、随想、共通テスト特有の実
用的な文章を読み取る問題演習に取り組
むことで、大学受験に対応できる知識及
び技能、思考力・判断力・表現力、学び
に向かう力・人間性等を身に付けさせ
る。

【知識及び技能】
情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増
し、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙
を豊かにさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色
について評価することを通して、内容を解釈するこ
とができるようにさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯
にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国
の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を
通して他者や社会に関わる態度を身につけさせ
る。

・実用的な文章は、図表やグラフと
本文の内容の関連に注意しながら読
解できるようにする。

上記（１）～（３）
一人一台端末の活用等

評論や小説の問題演習に取り組
む。

・評論文の演習問題に取り組む中
で、話題や筆者の主張をおさえて読
解できるようにする。

・心情をおさえて、小説の演習問題
に取り組む中で、登場人物の心情を
おさえて読解できるようにする。

上記（１）～（３）
一人一台端末の活用等

評論や小説の問題演習に取り組
む。


